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図１ 勧奨再開後の協力医療機関新規受診患者数の推移（厚労省研究班による）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
全
国

約
百
か
所
の
病
院
が
「
予
防
接
種
後
に

生
じ
た
症
状
の
診
療
に
係
る
協
力
医
療

機
関
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
近
く
の
医
療
機
関

で
は
治
せ
な
い
よ
う
な
副
反
応
症
状
が

続
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
こ
で
治
療

を
受
け
て
も
ら
え
ば
大
丈
夫
と
い
う
体

制
を
国
が
整
え
た
と
い
う
建
前
で
す
。

こ
の
「
協
力
医
療
機
関
」
を
受
診
す

る
患
者
さ
ん
が
２
０
２
２
年
４
月
の
接

種
勧
奨
再
開
後
に
増
え
て
お
り
、
特
に

昨
年
（
２
０
２
４
年
）
秋
以
降
の
増
加

ぶ
り
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
、
厚
労
省

の
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
関

す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
」
班
の
調

査
で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
研
究
班
で

は
全
国
の
「
協
力
医
療
機
関
」
に
依
頼

し
て
、
毎
月
、
新
規
受
診
患
者
数
を
報

告
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

左
の
図
１
は
そ
の
デ
ー
タ
を
筆
者
が

グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
２
０
２
４
年
秋
の

受
診
患
者
の
急
増
ぶ
り
が
目
に
つ
き

ま
す
。

こ
の
３
年
２
ヶ
月
間
の
新
規
受
診

患
者
数
の
合
計
は
実
に
６
６
２
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
に
ち
ょ
っ
と
熱
が
出
た

と
か
、
接
種
部
位
が
数
日
痛
か
っ
た

な
ど
の
患
者
さ
ん
は
含
ま
れ
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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Ｐ
Ｖ
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療
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と
い
う
の
も
、
そ
う
い
う
人
が
、
わ
ざ
わ
ざ
近
医
に

紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
っ
て
「
協
力
医
療
機
関
」
の
予

約
を
と
っ
て
ま
で
受
診
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
か

ら
で
す
。
で
は
な
ぜ
去
年
の
秋
に
患
者
が
急
増
し
た
の

で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
を
読
み
解
く
鍵
が
、
図
２
に
示
す
、
毎
月
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
初
回
接
種
者
数
の
推
移
で
す
。

後
に
迫
っ
て
い
る
か
ら
今
の
う
ち
に
接
種
を
」
と
い

う
製
薬
会
社
や
医
師
会
に
よ
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
さ
か

ん
に
流
さ
れ
た
時
期
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

図
１
と
図
２
の
関
係
を
見
る
た
め
、
横
軸
を
そ
ろ

え
て
上
下
に
並
べ
た
の
が
図
３
で
す
。
こ
れ
を
見
る

と
、
接
種
者
が
多
か
っ
た
月
の
１
～
２
か
月
後
に
決

ま
っ
て
「
協
力
医
療
機
関
」
の
受
診
患
者
が
増
え
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
は
、
副
反
応
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
の
関
連
を
推
測
さ
せ
る
も
の
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

図２ HＰＶワクチン初回接種者数の推移（厚労省による）

接
種
勧
奨
再

開
後
の
３
年
間

で
少
な
く
と
も

１
回
の
接
種
を

受
け
た
人
は
、

合
わ
せ
て
２
７

１
万
人
余
、
そ

の
月
別
推
移
を

み
る
と
、
毎
年

夏
休
み
に
接
種

者
が
増
え
る
傾

向
が
あ
り
、
特

に
昨
年
８
月
９

月
頃
に
非
常
に

大
き
な
ピ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。

「
無
料
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種

の
期
限
が
半
年

過
去
の
厚
労
省
の
公
表
デ
ー
タ
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
接
種
勧
奨
が
再
開
さ
れ
る
前
の
２

０
１
９
年
度
に
「
協
力
医
療
機
関
」
を
受
診

し
た
患
者
は
全
国
で
わ
ず
か
７
人
し
か
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
翌
２
０
２
０
年
度
も
14
人
、

つ
ま
り
こ
の
頃
の
新
規
受
診
患
者
数
は
月
平

均
で
０
・
８
８
人
程
度
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
接
種
勧
奨
再
開
後
に
は
月
平
均
で

17
・
４
人
と
な
っ
て
お
り
、
実
に
約
20
倍
に

増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

か
つ
て
薬
害
ス
モ
ン
が
起
き
た
時
、
ま
だ

原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
中
で
、
当
時
の
厚

生
省
が
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
の
販
売
を
全
面
的
に

中
止
す
る
決
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

す
る
と
そ
の
直
後
か
ら
新
規
の
ス
モ
ン
患
者

図３ ＨＰＶワクチン初回接種者数と協力医療機関新規受診患者数の比較

の
発
生
が
な
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
〝
事
後
的
〟

に
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
と
薬
害
ス
モ
ン
発
生
の
因
果
関
係

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

厚
労
省
は
こ
の
よ
う
な
薬
害
の
歴
史
を
踏
ま
え
、

接
種
勧
奨
が
中
止
さ
れ
て
い
た
間
に
は
極
め
て
少
な

か
っ
た
「
協
力
医
療
機
関
」
の
新
規
受
診
患
者
が
接

種
勧
奨
再
開
後
に
急
増
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
真

摯
に
受
け
止
め
て
、
し
っ
か
り
と
そ
の
原
因
究
明
と

安
全
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ワクチン初回接種者数
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薬
機
法
改
正
法
案
が
本
年
５
月
に

可
決
成
立
し
た
。

改
正
案
の
内
容
は
多
岐
に
及
ん
だ

が
、
当
会
議
は
、
医
薬
品
の
承
認
制

度
に
か
か
わ
る
改
正
に
絞
っ
て
意
見

書
を
提
出
し
た
。

一
つ
め
は
、
条
件
付
き
承
認
制
度

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
医
薬
品
の
安
全

性
と
有
効
性
の
検
証
を
承
認
後
に
行

う
こ
と
を
条
件
と
し
て
承
認
を
与
え

る
制
度
で
あ
り
、
重
篤
な
疾
患
に
関

す
る
ド
ラ
ッ
グ
ロ
ス
、
ド
ラ
ッ
グ
ラ

グ
解
消
を
目
的
と
す
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
改
正
前
か
ら
あ
っ
た
制
度

だ
が
、
今
回
の
改
正
で
は
「
検
証
的

臨
床
試
験
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
か
、

実
施
可
能
で
あ
っ
て
も
患
者
数
が
少

な
い
こ
と
等
に
よ
り
実
施
に
相
当
な

期
間
を
要
す
る
」
と
い
う
限
定
を
は

ず
し
た
。
そ
の
結
果
米
国
の
迅
速
承

認
制
度
と
同
様
の
枠
組
と
な
る
が
、

米
国
で
は
適
用
対
象
の
９
割
以
上
が

薬
機
法
改
正
と
当
会
議
の
存
在
意
義

薬
害
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ス
ン

水
口

真
寿
美

抗
が
ん
剤
で
あ
り
、
こ
の
制
度
の
下

で
承
認
さ
れ
た
抗
が
ん
剤
の
多
く
が
、

５
年
以
内
に
生
命
予
後
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

改
善
を
達
成
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
制

度
の
下
で
は
市
販
前
の
検
証
が
不
十

分
で
あ
る
だ
け
に
、
市
販
後
安
全
対

策
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
収
集
し
た
有

害
事
象
報
告
の
99
％
以
上
を
因
果
関

係
評
価
不
能
と
し
て
棚
上
げ
し
て
い

る
な
ど
、
市
販
後
安
全
対
策
が
十
分

機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ

る
。二

つ
め
は
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー

タ
に
よ
る
承
認
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
薬
機
法
の
承
認
申
請
時
に
提
出
を

求
め
る
資
料
を
規
定
し
た
重
要
な
条

文
か
ら
「
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に

関
す
る
資
料
」
と
い
う
文
言
を
削
り

「
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
」
資
料

と
し
、
省
令
を
改
正
す
れ
ば
臨
床
試

験
に
よ
ら
ず
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー

タ
で
の
承
認
が
可
能
と
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。

い
ず
れ
も
承
認
制
度
の
根
幹
に
関
わ

る
大
き
な
改
正
だ
が
、
厚
労
省
に
よ

る
、
国
民
や
国
会
議
員
へ
の
説
明
が

全
く
不
足
し
て
い
た
た
め
、
当
会
議

の
意
見
書
と
ロ
ビ
ー
活
動
に
接
し
て

初
め
て
、
問
題
の
重
大
性
に
気
づ
い

た
国
会
議
員
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
共
産
党
の

田
村
貴
昭
議
員
、
倉
林
明
子
議
員
、

立
憲
民
主
党
の
宮
川
伸
議
員
、
社
民

党
の
大
椿
ゆ
う
こ
議
員
、
れ
い
わ
新

選
組
の
高
井
崇
志
議
員
、
天
畠
大
輔

議
員
が
、
当
会
議
の
意
見
書
を
指
摘

す
る
な
ど
し
て
国
会
質
問
を
し
た
。

ま
た
、
法
案
に
つ
い
て
は
、
共
産
、

れ
い
わ
が
反
対
し
た
。
立
憲
民
主
は

賛
成
し
た
が
、
当
会
議
の
意
見
書
の

指
摘
の
多
く
を
取
り
入
れ
た
附
帯
決

議
を
提
案
し
成
立
法
に
反
映
さ
れ
た
。

条
件
付
き
承
認
に
つ
い
て

・
期
限
を
明
記
し
、
取
り
消
し
権
限
を
適
切

に
行
使
す
る

・
米
国
の
迅
速
承
認
制
度
に
つ
い
て
の
問
題

点
を
教
訓
に
適
切
な
運
用
を
図
る

・
患
者
に
十
分
に
情
報
提
供
す
る

・
安
全
対
策
を
強
化
し
、
副
作
用
情
報
の
因

果
関
係
評
価
基
準
を
見
直
し
、
医
薬
品
副

作
用
被
害
救
済
制
度
に
お
け
る
情
報
を
安

全
対
策
に
活
か
す

・
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
抗
が
ん
剤
の
扱
い
は
引
き
続
き
検

討
す
る

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
に
つ
い
て

・
承
認
申
請
資
料
は
原
則
と
し
て
臨
床
試
験

の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
の
み
に
基
づ
く

薬
事
承
認
は
慎
重
に
す
る

医
薬
品
の
早
期
承
認
の
た
め
次
々
と

例
外
的
な
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
反
対
意
見
を
言
い
問
題
点
を
指

摘
す
る
団
体
は
乏
し
い
。
当
会
議
の

役
割
を
改
め
て
痛
感
す
る
。
今
後
は
、

運
用
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

附
帯
決
議
に
反
映
さ
れ
た
当
会
議
の

意
見
の
要
点
は
以
下
の
と
お
り
。
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２０２５年
薬害オンブズパースン
ひと言メッセージ

医薬品監視にとって重要なことは
医薬専門職のプロフェッショナリズム
及び患者･家族との専門職の
協働ではないでしょうか

鈴木 利廣（代表）
弁護士

被害者と出会い 薬害の理不尽さと
闘いの歴史を知った者の使命として

ねばり強く活動を続けて
いきたいと思います

水口真寿美（事務局長）
弁護士

元テレビ局記者で
科学ジャーナリズムに長く携わってきました

メディアの記者たちが薬害被害者の立場に立ち
歴史の検証に耐える報道をしてくれることを

期待しています

隈本 邦彦（副代表）
大学教員・ジャーナリスト

薬害防止は 自らの知識や技術が
不完全であることを常に意識し

患者の言葉に耳を傾け 薬の作用について
健全な懐疑心を抱き続けることから始まる

別府 宏圀（副代表）
医師

薬局という現場で
薬害の教訓が活かせるよう
不器用で微力ではありますが
行動していきたいと思います

間 規子
薬剤師

コロナ禍は 医薬品承認の制度と運用にも
大きな影響を与えました

今後の動向に注視が必要です

関口正人
弁護士

薬害の原因は 薬ではなく
患者の命よりも医療界の利益を重視する姿勢です

情報操作による不健全なプロモーション
産官学の専門家の癒着を監視していきましょう

勝村 久司
高校教員・全国薬害被害者団体
連絡協議会副代表世話人

どんなクスリにもリスクはある ワクチンもそう
稀にしか起こらないと言われる副反応でも

それが起これば一大事
今こそ そのベネフィットを熟考すべき時だ

打出 喜義
医師

薬機法改正でリアルワールドデータのみによる
医薬品承認申請が可能となりました
形ばかり世界の潮流に合わせようという

国の姿勢に危うさを覚えます

田辺 保雄
弁護士
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２０２５年
薬害オンブズパースン
ひと言メッセージ

薬害が起こることなく
そして必要な薬が患者に役立つよう
薬剤師のひとりとして強く願っています

寺岡 章雄
研究者・薬剤師

私は難病患者当事者でもあります
利益優先の医療から患者の人権を守る医療へ

「真の治療」ができる医療を求めます

中村 ほなみ
薬剤師

目をつぶってしまえば
被害がなかったことになってしまう
そんな社会にならないよう

微力ながら頑張っていきたいと思います

堀 康司
弁護士

常に患者の立場で考え
医薬品の承認も含め

透明性のある医療の実現に
貢献したいと思います

戸井千紘
薬剤師

意思決定の基準は
国民の生命・健康であってほしい
安全性・有効性はもちろんのこと
必要性にもこだわりたい

野田邦子
薬剤師

薬の有効性の過大評価と
危険性の過小評価が薬害を起こりやすくしています
バイアスのない良質で透明性が高い医薬品情報こそが

薬害防止に不可欠です

三浦五郎
病院薬剤師

一般的な消費者視点から
薬害と取り組んでいきたいと思います

長田三紀
情報通信消費者ネットワーク

当会議が発足して28年になります
役割を終えられるどころか
一層の奮闘が求められる今日

科学の進歩とともに 生命や人権を守る活動も
進化しなければならないということですね！

宮地 典子
薬剤師
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２
０
２
５
年
３
月
22
日
に
第
27
回
タ
イ
ア
ッ

プ
札
幌
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
に
は
「
全
国
有
志
医
師
の
会
」

の
代
表
で
、
ほ
ん
べ
つ
循
環
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
理
事
長
の
藤
沢
明
徳
先
生
に
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
考
え
る
～
遺
伝
子
『
ワ
ク
チ
ン
』
開
発

に
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
を
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

藤
沢
先
生
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
被
害
を
科
学

的
に
分
析
し
、
ま
た
論
文
や
講
演
活
動
に
よ
っ

て
全
国
の
運
動
を
牽
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日

は
土
曜
日
の
診
療
を
終
え
ら
れ
た
直
後
で
し
た

が
、
次
の
用
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
２
０
２
０
年
に
設
立
さ
れ
た
「
全

国
有
志
医
師
の
会
」
の
、
共
同
声
明
〝
私
た
ち

は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
「
自
身
の
能
力
と
判

断
に
従
っ
て
、
患
者
に
利
す
る
と
思
う
治
療
法

を
選
択
し
、
害
と
知
る
治
療
法
を
決
し
て
選
択

し
な
い
」
に
従
っ
て
行
動
し
ま
す
〟
が
紹
介
さ

れ
、
そ
の
思
い
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

「
全
国
有
志
医
師
の
会
」
が
母
体
と
な
り
設
立

さ
れ
た
「
一
般
社
団
法
人
ワ
ク
チ
ン
問
題
研
究

会
」
で
は
、
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
症
候
群
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
②
検
査
方
法
開
発
、
③
治
療
方
法

確
立
、
④
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
各
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
臨
床
研
究

で
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
投
与
の
効
果
に
つ
い
て
今
年

の
秋
頃
に
は
分
析
結
果
が
発
表
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

国
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
（
感
染
予
防
、

発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
）
に
つ
い
て
「
重
症

化
予
防
」
を
繰
り
返
し
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
繰

り
返
し
接
種
す
る
こ
と
で
逆
に
コ
ロ
ナ
感
染
が

広
が
っ
た
日
本
の
状
況
を
国
際
的
な
比
較
を
用

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
予
防
接
種
後
健
康
被
害
救
済
制
度
」
の
申

請
件
数
や
承
認
件
数
な
ど
が
示
さ
れ
て
、
救
済

制
度
が
始
ま
っ
て
45
年
間
で
救
済
認
定
３
５
２

２
件
、
死
亡
認
定
１
５
１
件
で
あ
る
の
に
対
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
は
救
済
認
定
８
９
８

８
件
、
死
亡
認
定
９
９
４
件
と
な
っ
て
お
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
の
同
条
件
（
２

億
回
接
種
）
の
比
較
で
も
死
亡
数
４
人
に
対
し

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
７
３
８
人
と
、
18
・

４
倍
と
突
出
し
て
お
り
、
「
人
類
史
上
最
悪
・

最
大
の
薬
害
事
件
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
ワ
ク

チ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
、
紅
麴
、
超
過
死
亡
か
ら
考
え

る
視
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

タ
イ
ア
ッ
プ
札
幌

第
27
回
総
会
を
開
催

タ
イ
ア
ッ
プ
札
幌
副
代
表

井
上

昌
和
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て
、
ブ
ロ
グ
の
比
重
を
少
し
増
や

し
、
Ｘ
で
の
発
信
も
行
い
、
多
く

の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
タ
イ
ア
ッ
プ
会
員
の
方
に

向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
例
会
も
継
続

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
２
年
に
一
度
の
メ
ン

バ
ー
改
選
の
年
で
す
。

新
し
い
仲
間
と
し
て
中
村
ほ
な

み
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。
静
岡

県
浜
松
市
で
薬
剤
師
と
し
て
勤
務

し
な
が
ら
、
薬
害
問
題
に
関
心
を

寄
せ
て
活
動
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。

役
員
は
、
代
表
、
副
代
表
、
事
務

局
長
が
留
任
し
た
他
に
、
副
代
表

と
し
て
も
う
1
名
、
隈
本
邦
彦
さ

ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、

機
関
紙
の
発
行
を
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

致
し
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
配
信
に
切
り

替
え
て
再
開
致
し
ま
す
。
引
き
続

き
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
言
葉
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
患
者
の
会

が
２
０
２
５
年
２
月
に
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
表
し
た
臨
時
ア
ン
ケ
ー

ト
の
５
・
２
「

不
信
を
抱
い
た

医
師
の
言
動
」
に
記
載
さ
れ
た
３

２
７
人
の
自
由
回
答
の
中
の
言
葉

で
す
。

医
療
機
関
で
は
、
症
状
は
い
つ

か
ら
出
た
の
か
と
問
診
さ
れ
る
の

は
普
通
の
こ
と
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
の
関
係
を

口
に
す
る
と
、
途
端
に
医
師
か
ら

ワ
ク
チ
ン
と
は
関
係
が
な
い
と
断

言
さ
れ
る
、
精
神
的
な
も
の
、
気

の
せ
い
と
言
わ
れ
る
、
立
腹
さ
れ

事務局長

水口 真寿美

「
医
療
と
は
何
か
と

疑
問
に
思
う
」

る
、
鼻
で
笑
わ
れ
る
、
診
療
を
拒

否
さ
れ
る
と
い
っ
た
体
験
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
回
答
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
副
反
応
被
害
者
の
体
験
と
本
当

に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。

医
学
的
に
論
争
が
あ
る
問
題
だ

と
い
う
だ
け
で
は
到
底
説
明
で
き

な
い
回
答
を
読
む
と
「
医
療
と
は

何
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い
か

け
が
迫
っ
て
き
て
、
薬
害
の
被
害

者
が
被
害
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
の
闘
い
が
薬
害
の
歴
史
な

の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
今
年

の
薬
害
根
絶
デ
ー
は
８
月
26
日
で

す
。
ウ
ェ
ブ
参
加
も
可
能
で
す
の

で
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

さ
て
１
９
９
７
年
６
月
に
発
足

し
た
当
会
議
の
活
動
も
28
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
定
例
会
議
と
事
務

局
会
議
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で

議
論
を
し
て
意
見
を
ま
と
め
て
公

表
す
る
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
分
か
り
や
す
さ
を
重
視
し

世
界
的
に
多
く
の
論
文
が
蓄
積
さ

れ
て
そ
の
危
険
性
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
社
会
の

あ
り
方
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
問
題

に
は
事
実
の
隠
蔽
、
情
報
操
作
、
虚

偽
情
報
、
偽
善
の
蔓
延
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

患
者
の
全
身
症
状
や
置
か
れ
て
い

る
状
況
、
社
会
の
問
題
、
情
報
の
在

り
方
な
ど
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
被

害
と
共
通
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ

か
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

多
く
の
示
唆
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
後
、
タ
イ
ア
ッ
プ
札
幌

の
総
会
が
開
か
れ
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク

で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
被
害
者
・

ワ
ク
チ
ン
ト
ー
ク
北
海
道
・
支
え
る

会
よ
り
、
被
害
の
状
況
・
裁
判
の
状

況
・
支
援
の
お
願
い
な
ど
が
話
さ
れ
、

無
事
27
回
目
の
総
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

-7-

https://drive.google.com/file/d/1q6PSJv9JLytfP_NyjrEsfszMxdF1-F2K/view?pli=1
https://drive.google.com/file/d/1q6PSJv9JLytfP_NyjrEsfszMxdF1-F2K/view?pli=1
https://sites.google.com/view/ykd824-intro/top?authuser=0


オンラインタイアップ例会 定期開催中

薬害オンブズパースン・タイアップ会員の皆さんに向けて
当会議の活動等についてお伝えする「オンライン例会」を定
期的に開催しています。

これまでの開催実績と今後の開催予定は以下のようになっ
ています。皆さんお誘いあわせの上、ぜひご参加ください。

・2024年9月 MSD『恫喝』文書情報公開請求
「文書は存在しない」という厚労省の

説明は嘘だった
・2024年11月 HPVワクチン接種の長期的効果に疑問符

「コスタリカ研究」の解説
・2025年1月 レカネマブについて
・2025年3月 HPVワクチン「メディアの副反応報道の

せいで勧奨中止になった」というのは嘘
・2025年5月 MSD『恫喝』文書情報公開請求

『恫喝』文書の公開で明らかとなった事実
・2025年7月 薬機法改正をふりかえる

今後の開催予定
・2025年 9月 9日（火） 19:00～19:45
・2025年11月6日（木） 19:00～19:45

テーマは薬害オンブズパースンの直近の活動から選びます。
アドレス登録いただいているタイアップ会員の皆様には、事
務局から案内メールをお送りしています。
参加無料です。

事務局だより
ずっと疑問に思っていることがある。ウイルス

は日光で死ぬのだろうか？
コロナ前、海外で鳥インフルエンザ由来の新型

インフルエンザが発生したと恐れられていた頃、
朝のテレビ番組で、渡り鳥がウイルスを運んでこ
ないか心配だとキャスターが尋ねた。出席してい
た感染症の専門家O氏は、仮に運んだとしても、
その途中で日光により死滅すると言っていた。な
るほどと思ったものだ。そのうちコロナの時代に
なりマスクを日光消毒するという話も出た。とこ
ろが新型コロナの本を読んでみたら、今度は免疫
の専門家M氏が、日光でウイルスは死なないと
言っていた。こんな単純なことでも専門家の意見
は食い違うものなのだろうか。（田嶋）

編集後記
冊子版の機関紙最終号の発行から長らくお待た

せしてしまいましたが、いよいよデジタル版機関
紙を発刊することができました。

パースンの活動をできるだけ平易かつ簡潔にご
紹介する、という機関紙スタイルの利点を維持し
つつ、リンクによって読者が容易に意見書や資料
等にアクセスできるといったデジタル版のメリッ
トを生かした紙面作りをしていきたいと思ってい
ます。今後ともご愛読をお願いいたします。

発行：薬害オンブズパースン会議
発行人：関口正人
〒160-0022
東京都新宿区１-１４-４ AMビル４階

TEL 03-3350-0607
FAX 03-5363-7080

月刊「地平」５月号を買って読もう

民
主
主
義
の
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
か
ら

独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
が
必
要

だ
と
し
て
２
０
２
４
年
に
誕

生
し
た
「
地
平
社
」
。
同
時

に
創
刊
し
た
月
刊
「
地
平
」

は
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
が
し

り
込
み
す
る
よ
う
な
社
会
問

題
に
も
果
敢
に
切
り
込
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
５
月
号
の
特
集
の
一

つ
が
ワ
ク
チ
ン
問
題
。
当
会

議
の
水
口
事
務
局
長
が
「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
め
ぐ
る
不

都
合
な
真
実
」
と
題
し
て
、

接
種
勧
奨
再
開
後
に
副
反
応

疑
い
報
告
が
急
増
し
て
い
る

こ
と
や
、
そ
の
情
報
が
国
民

に
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
現
実
を
、
鋭
く
分
析
し
て

い
ま
す
。
ま
た
接
種
勧
奨
再

開
を
め
ぐ
り
、
三
原
じ
ゅ
ん

子
厚
労
副
大
臣
（
当
時
）
が
、

専
門
家
の
審
議
会
が
ま
だ
議

論
を
始
め
る
前
に
製
薬
会
社

と
直
接
面
談
し
て
水
面
下
の

交
渉
を
し
て
い
た
こ
と
や
、

製
薬
会
社
か
ら
、
そ
の
事
実

を
公
表
す
る
と
〝
恫
喝
〟
さ

れ
て
い
た
こ
と
等
を
、
情
報

公
開
請
求
を
通
じ
て
明
ら
か

に
し
た
経
緯
に
つ
い
て
も
書

か
れ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入
も
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

月刊『地平』1100円（税込み）

地平社オンラインでも購入可能

薬害オンブズパースン

隈本邦彦
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